
主催：一般財団法人 住宅・建築 SDGs 推進センタータイトルスペース × ｍｍ部門名

受 賞 名 作 品 名

1階 2階

冬でも発電することで災害時の備えは十分で、更に

蓄電池を室内に 入れて、冬期でも再エネで充電

できる。また創蓄連系の も設置し、災害時など

には在宅避難が容易で、ｵｰﾙｼｰｽﾞﾝ自家消費率の高い住宅が完成した。

建主は引渡し時に三菱のアウトランダーを購入し、北海道の新しいお

手本となる生活をしている。普及価値・資産価値の高い住まいとなる

第１回 ｓ住宅賞

日本木造住宅産業協会会長賞

黒帯部： ×

■特別な１棟ではなく、広く普及し次々と実例が完成している。デザイン性も高くエネルギー自立の高い住宅事例

■人にやさしい、家計にやさしい、環境にやさしい

・人にやさしい（健康、快適、素直な温熱デザイン）

・家計にやさしい（光熱費 工事費の軽減、簡単に永く）

・環境にやさしい（北海道らしい再ｴﾈ・性能で省ｴﾈ）

■日本の新しい定番に。お手頃に究極のバランスへ最適化

★工事費 万円～ 万円と手の届く価格帯が多い★あらゆる場所・予算に合ったオリジナルの形で順応している壁面太陽光スタイル
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地元のプレカット業者とツーバイ材の組立て工場を所有する建材屋と

共同で地域連携の大型パネル工法を実施。季節問わず少ない工期で現

場上棟でき、大工不足を緩和する。また重労働が少なくなり、若い大

工や女性の職人でも活躍できる仕組みを商社ではなく地元で解決でき

るよう取組んだ。木材の廃棄も最小限で、運搬ロスも無い分カーボン

ニュートラルに向けた動きとなった。

多雪地域でも冬に発電する家を実現するため、もっ

とも電気を必要とする冬に発電する太陽光をシンプ

ルに解決した壁面太陽光をデザイン性高く、簡単に

設置できる仕組み。雪の照返しで発電効率が向上し、雪国だからこそ

再ｴﾈに向いているポジティブな成功事例ができた。電気代が高騰し、

普及スピードが現在も高まっており、新たな市場を創り出している。

１階部分の外壁には道南杉の × 部材が無塗装で使用され、ﾒﾝﾃﾅ

ﾝｽﾌﾘｰの考え方で経年美化していく。内部の壁はスイス漆喰で環境に

も配慮し、廃棄となっても土に戻る素材を多く使用した。床材は光触

媒がｺｰﾃｨﾝｸﾞされているｴｱｳｫｯｼｭﾌﾛｱで、床に近い位置で生活する小

さな子供にも健康に良い無垢ｼｰﾄﾌﾛｱにすることで、永く生活する優

しい設計になる。階段腰引戸は小さな工夫で温熱をｺﾝﾄﾛｰﾙする。

子供の脳科学のエビデンスに基づいた設計プランで、回遊できる間

取りや、本棚が近く、天然の木に囲まれた空間を設計。共働きが増

える中でのタイムパフォーマンスに優れた やｸﾗｳﾄﾞ活用も積極的

に行った。また現場管理もｸﾗｳﾄﾞによって超効率化ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ管理に

よって、時間的無駄、紙の無駄を省き、人員を最小限でまわすこと

で経済的負担を一般ユーザーにさせない工夫をした。

■設計概要
北海道らしいサスティナブルデザイン住宅をテーマに多雪地域の札幌でも冬に発電し、高効率設備によって少ない電気代で生活できる。それが手の届く価格で提供し
施工できる仕組みをつくるため、地元の企業と協力して、地域連携の大型パネル工法で自立した住宅スペックとするための断熱性能担保と、職人不足解決策、さらに
はどんな人でも利用できる工法であることを求め、様々な実験を試みた ｓ具現化住宅である。引渡し後に建主の高い意識で三菱の 車を購入し、自家消費及び
真冬でも在宅避難が可能な設備を整えた。

■建築概要
建築主 ： 個人
設計者 ： 株式会社 藤城建設 川内玄太
施工者 ： 株式会社 藤城建設 代表取締役 藤城英明
所在地 ： 北海道札幌市
構 造 ： 木造在来軸組構造（地域連携大型パネル工法）
階 数 ： 地上2階
延べ面積 ： 131.17㎡
竣工年月 ： 2020年4月

■省エネルギー性能
地域区分： 2地域（札幌市）
UA値 ： 0.25W/㎡・K
C値  ： 0.5c㎡/㎡ 
ηAC値 ： 1.6
ηAH値 ： 1.2
設計一次エネルギー消費量 ： 64.9GJ/年
BEI  ： 0.5（ZEH基準、再ｴﾈ含む削減率118%）

■設備概要
暖房設備 ： 1階寒冷地用ルームエアコン2.8kwh
冷房設備 ： 2階一般地用ルームエアコン2.2kwh
給湯設備 ： 電気ヒートポンプ給湯機（寒冷地用エコキュート）
換気方式 ： 全熱交換型換気システム（一種換気）
創ｴﾈ設備 ： 壁面PV6.4kw+屋根面PV9.38kw=15.78kw、PCS9.9kw
蓄ｴﾈ設備 ： 蓄電池5.6kwh、創蓄連系V2H、PHEV自動車

■サーモカメラで温熱環境が明確になり、性能の高さが分かる。

・左手日射取得窓からの熱とエアコン吹出し部分の熱が高い。

・南の日射取得窓と西側の日射遮蔽窓の違いもハッキリした。

・エアコン以外の室内は温度ムラがほとんど無いのが分かる。

■各階平面図（地域連携の大型パネル工法で、シンプルな間取りによってパネル化を実現したプラン）

■ 年 月 気象庁観測点で日平均気温 ℃

（最も寒かった日）

★室温は各部屋 ℃以上で保たれている

■冬冬は1階ﾘﾋﾞﾝｸﾞの10帖用2.8kw寒冷地ｴｱｺﾝだけで全館

20℃以上の室温を保つ。壁面太陽光の発電により、

冬の暖房費を軽減できる。積もった雪の照り返しが

発電効率の向上効果あり。雪国でのポテンシャルが

高く、一般ﾕｰｻﾞｰにも分かりやすく冬でも光熱費が安

くなる理由が見える化された。

■夏夏は2階ﾎｰﾙの6帖用2.2kw一般地ｴｱｺﾝだけで全館涼

しく、日中の自家消費で電気代を気にしないで快適

に過ごすことができる。階段室から冷気が下りて、

難しい装置やシステムではなく、自然の温熱デザイ

ンにより最小限コスト・設備も簡易で、どこでも買

える設備で永く暮らせる提案をした。

冬の暖房時ｴｱｺﾝ吹出し部
以外は ～ ℃で保たれている

窓からの日射取得によって
室内の暖房効率が上がる

↑外気温

↑床下の温度は一定

■温湿度センサー（ 月 日～ 月 日の冬期 か月分）

■雪庇方向、吹溜りにも配慮

例外的に12/17～21までの間はエアコンが切られていたと考え

られるが、それ以外のところを見ると安定して20℃～25℃の間

になっている。一時的に室温が30℃を超える部分については、

窓からの日射取得による効果。真冬の外気温は、ほぼ氷点下と

いうのも分かる。比較的床下はﾌﾟﾗｽ5℃で安定している。

本件は１年間モデルハウスとして運用し、丸１年の温熱の計測を経て、引渡しが決まっている住宅としてスタートした。現段階で考え得る積雪地域でも可能な再エネや新しい建
設工法・性能担保・創蓄連系・素材やIoTなど、今後の核となる取組みのひとつとして「SDGsを具現化」した実験住宅を試みた。住宅市場では多くの問題を抱込む。大工・職人
不足から脱炭素、健康から働き方改革など多岐に渡る問題・状況を打破するために地元の企業と協力して独自の大型パネル工法に取組み、廃棄ロスからゼロカーボン北海道の考
え方を軸に、上記の様なSDGs１７のゴール達成に向け、いくつもの提案を１つの住宅に凝縮した。北総研との共同計測により、確かなエビデンスと札幌市内ならではの問題解
決、プランニングの技などハード面でもソフト面でも快適で健やかにローコストで誰もが手にできる地域工務店が目指すサスティナブルデザインの手法を考える。

・４間半×４間のシンプル
な間取りで１階で生活が
完結する回廊型の動線。
要望の多いシュークロー
クやパントリーを過不足
無く設け、カーポートか
ら雨や雪に当たることな
く玄関まで来れる。

・２階にプライベート空間
の水廻りと各室を設け、
こちらも生活に必要な収
納力としてウォークイン
クローゼットや家事室と
なるランドリースペース
を設置した。ホールが広
いのも特徴である。

第1回 SDGs住宅賞

一般社団法人日本木造住宅産業協会会長賞 NORTH LAND PRIDE HOKKAIDO
SOLAR
HOUSE


